
デ
カ
ー
｝
の
「
規
難
論
し
に
焚
け
る
「
直
慨
し

朝
永
三
十
郎

雛購

　
　
欝
て
塞
誌
（
第
蕊
＋
一
及
び
　
謡
幸
二
號
）
に
駅
せ
た
『
デ
カ
ー
ト
の
「
夏
期
諦
」
に
現
頻
れ
た
轟
蜘
鋼
的
磁
臨
雲
脚
が
露
常
に
不

　
整
頓
な
臨
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
魏
補
澄
の
一
端
に
亀
と
既
一
編
を
草
し
た
。
　
前
の
講
交
と
懲
擬
闘
ト
ル
ブ
の
研
究
に

　
多
く
議
ふ
艶
亀
の
で
あ
る
、
　
繭
の
論
丈
と
勢
少
重
撫
樋
す
嶺
綴
な
蹴
…
蟷
あ
る
（
還
・
純
物
盤
に
糊
す
る
纏
労
V
が
謙
…
鑓
の
驚

　
旗
北
欝
略
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辞

　
知
ら
灘
鼠
蜘
く
デ
潭
奮
多
は
歎
學
を
弛
の
繍
切
の
黒
総
納
な
學
の
模
麓
と
し
て
拠
引
し
て
、
域

牲
経
験
が
屡
談
謬
を
惹
饗
す
に
反
し
て
演
繹
が
正
確
な
愚
認
識
を
供
給
す
轟
凱
と
を
認
あ
餐
．

演
繹
と
は
デ
卿
婁
塾
は
依
れ
ば
君
干
の
翼
理
を
ば
二
丁
者
が
禿
行
者
よ
轟
し
て
必
然
蘭
に
涙
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

盗
れ
若
く
は
理
禦
誤
れ
蕎
様
に
結
潮
け
搭
謂
噂
あ
る
〔
轡
鱒
・
”
難
農
・
晒
聾
。
併
し
曲
学
合
結
赫
け
ら

れ
碁
終
極
の
湯
本
霞
蕊
べ
嚢
翼
灘
は
常
　
然
、
業
轟
轟
愚
生
護
れ
得
ぎ
み
、
直
擾
に
、
其
欝
身
賦
二
野
な

　
　
　
　
騨
爵
婁
塾
鵜
門
醗
灘
講
編
鷲
麟
難
篇
「
礁
融
難
転
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
脚
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哲
學
研
究
　
　
第
囚
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

る
認
識
、
師
ち
デ
カ
｝
ト
の
所
諾
「
直
麗
」
凶
鼻
息
♂
彦
（
二
）
で
な
げ
れ
ば
な
ら
漁
。
　
斯
く
て
正
確
な
る
認
識

に
到
達
す
べ
き
道
は
直
畳
と
瀕
繹
と
で
あ
る
と
デ
カ
君
ト
は
考
へ
左
の
で
あ
る
が
、
併
し
デ
カ
「

ト
に
依
れ
ば
演
繹
慈
二
極
は
直
言
に
還
元
さ
る
べ
き
竜
の
で
あ
る
。
直
畳
の
特
徴
は
共
の
認
識

が
「
織
量
的
で
な
く
全
膿
同
時
に
㌧
o
夢
空
疑
巳
の
9
§
。
。
ま
。
窪
。
。
写
¢
成
立
ち
、
「
現
前
の
明
謹
も
罫
霧
Φ
器
⑦
調
号
ロ
夢

を
俘
ふ
と
い
ふ
黙
に
あ
う
、
演
繹
の
特
徴
は
勲
績
的
に
一
の
認
識
よ
ウ
他
の
竪
瓦
を
導
則
す
「
精
聯

の
蓮
動
」
で
あ
る
と
い
ふ
繍
に
あ
る
と
い
ぷ
相
違
は
あ
る
が
、
併
し
演
繹
に
於
け
る
直
畳
に
言
い
π

隣
接
二
項
の
結
合
は
叉
、
面
出
禮
同
時
に
直
接
に
認
識
さ
れ
鳳
至
身
に
確
實
で
な
け
れ
ば
な
ら
叡
、

邸
ち
演
繹
に
於
け
る
一
つ
一
つ
の
必
然
的
出
生
は
直
畳
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唯
、
演
繹
の
丁
合

に
は
翼
理
の
涙
生
が
若
干
の
項
を
経
、
由
す
る
結
果
、
直
接
に
隣
接
す
る
二
項
の
結
合
は
直
畳
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

る
に
拘
ら
ず
多
数
の
項
の
一
端
よ
う
他
端
へ
の
進
行
は
記
憶
（
記
憶
が
デ
カ
；
ト
の
心
理
學
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ

て
如
何
な
る
も
の
な
る
か
に
就
て
は
註
（
二
）
を
見
よ
）
の
緩
助
を
要
す
る
、
帥
ち
直
属
と
演
繹
と
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
へ
　
や

遽
は
輩
に
確
實
性
の
認
識
が
端
的
な
る
か
若
く
は
託
憶
の
援
助
を
借
る
か
と
い
ふ
織
に
あ
る
の

み
で
あ
っ
て
、
演
繹
の
揚
合
と
錐
幽
玄
認
識
の
確
實
性
其
者
は
全
然
直
畳
に
帯
い
て
居
る
と
す
る

の
で
あ
る
。
（
同
脚
噸
囹
R
「
v
ω
・
H
㏄
旧
濁
・
昌
「
」
乙
Q
．
¢
Q
G
Q
）

　
デ
カ
3
ト
は
術
ほ
認
識
に
必
要
な
る
濫
と
し
て
直
畳
及
び
演
鐸
の
外
に
第
三
の
、
彼
れ
が
放
墨



g25

穿
§
。
皇
継
又
は
蹄
鼻
輪
罫
§
言
と
睡
ん
だ
竜
の
を
暴
げ
た
轟
馨
蟄
。
蹴
納
と
は
提
出
さ
れ

π
る
問
題
に
証
す
る
窮
項
を
ぱ
「
充
足
酌
」
に
放
蕩
精
査
す
る
乙
と
で
あ
る
黛
・
馨
・
鉾
。
。
鴎
）
。
若
干
の

命
題
の
系
列
が
順
次
に
連
難
し
て
派
生
さ
る
、
二
合
に
は
其
演
繹
は
、
其
項
は
如
何
に
多
く
と
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

前
述
の
や
う
に
直
ち
に
多
く
の
直
畳
の
蓮
績
と
し
て
見
る
乙
、
と
が
出
血
る
が
、
併
し
一
命
題
が
互

や
　
へ
　
や
　
ぬ
　
ゆ
　
へ
　
や
　
も
　
も
　
ゆ

に
直
接
に
蓮
絡
な
き
諸
命
題
の
灘
よ
益
演
縄
さ
る
、
揚
合
に
は
、
其
れ
は
不
可
能
な
る
こ
と
が
あ

る
。
此
二
合
に
は
吾
々
は
先
づ
當
該
問
題
に
蔵
す
る
事
項
を
ば
充
足
的
に
枚
乱
し
て
其
一
々
に

就
て
監
査
し
、
奨
結
果
の
凡
て
よ
う
し
て
魯
の
一
命
題
を
涙
生
す
る
、
即
ち
脇
納
に
訴
へ
る
よ
う
外

は
な
い
。
　
馨
し
「
充
足
的
」
と
い
ふ
は
解
離
明
の
蓮
鎮
に
漸
絶
が
な
い
と
い
ふ
程
度
を
指
さ
す
の
で

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
や

あ
っ
て
必
ず
し
竜
「
完
発
」
8
鑓
覧
Φ
酔
蕊
邸
ち
悉
く
を
放
書
す
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
　
例
へ
ば
．

今
吾
々
が
世
界
に
は
幾
何
種
の
形
膿
的
存
在
物
あ
う
や
と
い
ふ
芝
を
問
ふ
と
す
れ
ば
、
吾
々
は
世

界
申
に
於
け
る
形
獣
的
存
在
物
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
を
一
を
考
査
し
誤
れ
を
互
に
鮮
明
に
雇
溺
せ

し
後
に
雰
ぎ
れ
ば
之
に
答
ふ
る
こ
と
は
繊
凍
澱
、
即
ち
五
二
納
は
「
完
全
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
霞
。
　
併

し
例
へ
ば
理
性
的
璽
魂
は
物
質
的
な
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
を
蹄
納
に
依
て
讃
明
せ
ん
と
す
る
に
當

て
は
必
ず
し
も
「
完
全
」
の
放
墨
を
要
せ
ず
、
唯
一
切
の
物
膿
を
一
定
数
の
種
類
に
纒
め
、
露
魂
が
共
何

れ
に
竜
．
顕
せ
ざ
る
こ
と
を
謹
閉
し
得
れ
ば
充
分
で
あ
互
此
揚
合
に
は
放
暴
は
完
登
で
は
な
い

　
　
　
　
ダ
カ
讐
ト
の
門
館
…
嬉
論
」
に
於
け
暁
る
懸
戴
鯉
濃
　

’
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
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哲
攣
研
究
　
第
四
率
一
號
　
，
σ
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴎

が
到
別
的
ユ
野
川
¢
簿
崖
で
あ
る
。
最
後
に
例
へ
ば
圓
の
面
積
は
之
と
等
し
き
周
團
を
有
す
る
他
の

如
何
な
る
形
の
其
れ
よ
ウ
も
大
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
護
明
ぜ
ん
と
す
る
に
而
て
は
、
吾
々
は
一
切

の
形
の
種
類
を
枚
幽
す
る
乙
と
を
竜
、
或
は
潮
切
の
形
を
一
定
数
の
種
類
に
広
め
る
こ
と
を
竜
要

せ
ず
、
唯
或
格
段
な
る
形
に
就
て
之
を
謹
弱
し
、
蹄
納
に
依
て
之
を
他
の
形
に
推
論
す
れ
ば
足
る
。

二
四
合
に
は
蹄
納
は
「
完
全
』
で
竜
「
判
別
的
」
で
竜
な
い
が
併
し
充
足
的
で
あ
る
．
病
．
姦
こ
O
Q
．
こ
。
。
っ
3
是

等
の
嘉
例
は
両
ほ
種
々
の
疑
問
を
蕊
ハ
中
に
含
む
と
思
ふ
が
、
今
は
唯
デ
カ
書
↑
の
放
直
な
る
竜
の

＼
繍
般
的
性
質
を
説
明
す
る
材
料
と
じ
て
利
用
す
る
に
止
め
て
置
く
。
但
し
デ
カ
蜜
ト
に
依
れ

ば
知
識
の
確
實
誌
上
演
繹
が
直
畳
に
濯
元
さ
れ
る
と
同
様
に
蹄
納
は
叉
た
演
繹
に
濯
元
さ
れ
る
。

館
納
は
畢
覧
、
煩
雑
な
る
、
複
合
的
な
る
問
題
を
ば
其
れ
の
演
繹
的
解
決
が
依
存
す
べ
き
軍
純
な
る

制
約
に
分
解
す
る
作
用
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
其
れ
は
演
繹
に
導
き
行
く
と
同
様
に
叉
だ
演
繹
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

豫
擁
す
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
實
は
食
れ
が
演
繹
と
異
泊
る
黙
竜
亦
π
唯
認
憶
の
援
助

を
要
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
み
で
あ
る
（
節
蚤
G
ζ
Q
・
α
㈹
）
。
面
面
の
梱
蓮
は
到
蓬
さ
れ
π
る
知
識
其
者

の
種
類
に
存
す
る
と
い
ふ
よ
ム
竜
寧
ろ
之
に
到
面
す
る
順
序
、
帥
ち
一
の
血
合
に
於
て
は
一
般
よ

り
格
段
へ
、
他
の
立
合
に
於
て
は
格
段
よ
卦
一
般
へ
進
む
と
い
ふ
瓢
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
て
デ
カ
毒
駈
に
依
れ
ば
出
切
の
知
識
の
確
心
性
は
絡
極
彼
れ
の
所
謂
直
畳
に
基
く
と
言



ぶ
こ
と
、
な
る
．
、
共
故
に
彼
れ
の
所
謂
直
壁
、
な
る
も
の
、
性
質
を
精
査
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
彼

れ
の
認
識
論
の
考
査
に
於
て
最
重
要
な
る
問
題
と
な
っ
て
纏
る
。

醐
閥

8・27

　
直
音
と
は
、
デ
カ
｝
ト
に
依
れ
ば
絶
面
的
に
疑
ひ
の
除
地
を
存
せ
ざ
る
、
唄
純
粋
な
る
且
つ
注
意
し

だ
る
糟
…
紳
の
輩
純
亜
鉛
な
る
認
知
」
、
或
は
「
唯
理
性
の
光
朋
の
み
よ
う
起
る
、
純
粋
な
る
且
つ
注
意
し

た
る
精
良
の
疑
ふ
除
地
な
き
認
知
」
で
あ
る
（
…
．
：
葎
霞
蓼
陰
影
Φ
Φ
け
畑
江
①
客
観
ジ
彦
跨
亀
Φ
彦
象
。
・
面
心
ε
影
睾
0

8
窓
。
℃
貯
β
碁
審
①
P
暑
＆
一
望
厳
暑
ぎ
塁
“
髪
ぎ
寒
雲
こ
・
謬
含
謀
仲
薮
。
邑
貯
鷲
警
酔
毎
．
葛
⑦
炉
雲
。
象
尊
家
。
ψ
戸
厳
露
酔
お

薯
崔
。
雲
暮
ε
暮
器
置
9
囮
創
偏
三
門
諺
8
⇔
8
剛
》
葺
β
疏
鉦
9
ω
○
夢
養
霞
。
鵬
置
欝
8
β
節
蓉
欝
鴛
…
…
姻
こ
や
¢
。
窃
邑
）
デ
カ
｝
ト

は
叉
此
直
垂
を
ば
皇
儲
に
「
精
聯
の
直
言
」
窪
μ
き
塁
三
蹟
諾
と
呼
ん
で
居
る
が
、
其
求
は
普
通
の
意
味

に
於
け
る
貯
竜
門
謎
師
ち
威
性
的
直
親
と
匠
購
せ
ん
が
爲
め
で
あ
る
。
　
デ
カ
｝
ト
の
置
畳
は
知
畳
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

虚
無
、
想
橡
等
が
威
官
作
用
若
く
は
之
に
墓
く
竜
の
な
る
に
反
し
て
「
純
粋
藤
島
」
、
又
は
「
純
膵
な
る
精

淋
、
」
或
は
「
唯
理
性
の
光
明
の
み
」
よ
参
起
る
と
こ
ろ
の
、
直
接
不
可
涙
生
的
に
し
て
維
甥
的
確
癌
性
の

確
信
を
俘
ふ
と
こ
ろ
の
認
知
で
あ
る
。
但
し
純
粋
悟
惟
、
』
「
純
粋
な
る
精
榊
、
駄
唯
理
性
の
光
明
の
み
襯

等
の
語
を
デ
カ
葺
塾
の
悪
説
的
心
理
説
〔
識
（
三
）
を
謬
照
）
と
結
付
け
て
解
す
れ
ば
、
直
畳
は
ξ
心
墨
よ
ム

　
　
　
　
デ
爵
3
，
の
窺
灘
論
雛
於
け
る
薩
曇
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
冗
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哲
墨
研
兜
　
第
閥
＋
一
號
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

全
然
擁
立
な
る
精
興
の
作
用
、
從
っ
て
又
だ
肉
膿
作
用
に
遇
い
七
成
立
つ
威
性
薄
畳
、
記
憶
、
想
像
二

部
ち
経
験
よ
参
全
然
濁
立
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
、
第
輔
に
カ
ン
ト
が
直
観
》
塁
畠
農
§
騎
　
と
概
念

と
を
匝
剃
し
π
や
う
魯
意
昧
に
於
て
概
念
的
思
惟
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
様
に
竜
思

は
る
＼
か
併
し
さ
う
で
は
な
い
。
デ
カ
葺
ト
の
純
粋
悟
性
認
識
と
し
て
の
直
乱
撃
に
は
カ
ン
さ

の
所
謂
直
観
を
も
排
擁
し
な
い
。
　
工
事
は
第
一
に
デ
カ
重
ト
が
之
を
示
す
に
故
意
に
「
熟
聴
す
る
」

ぎ
堂
δ
o
N
の
分
詞
な
る
凶
暮
三
け
器
b
語
を
用
ゐ
π
乙
と
禽
・
肩
‘
O
a
・
這
、
、
而
し
て
現
に
其
の
意
昧
を
親

畳
作
用
と
比
較
し
て
設
明
し
π
乙
と
（
鋒
嚢
G
ω
●
ぬ
）
等
に
依
て
竜
推
す
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
更
に

デ
カ
書
拳
が
常
に
数
學
を
ば
直
畳
的
認
識
の
典
型
と
見
尤
と
い
ふ
事
解
が
最
四
か
に
之
を
序
す

る
。
何
と
な
れ
ば
数
學
を
ば
全
然
直
観
跨
蒙
魯
磐
毒
σ
q
よ
り
引
離
す
と
い
ふ
こ
と
は
未
だ
侮
れ
の

哲
學
者
竜
試
み
ぎ
ム
し
ζ
と
で
あ
う
、
殊
に
デ
カ
す
ト
自
身
現
に
（
流
図
H
ζ
融
・
。
。
。
。
や
）
数
學
的
甥
象
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

表
象
に
壁
塗
営
庭
σ
q
営
暮
岡
。
の
嗣
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
力
明
し
て
、
例
へ
ば
延
長
物
を
離
れ
π
る
延

長
、
歎
へ
ら
る
㌧
物
象
を
離
れ
差
る
数
、
厚
さ
な
き
雪
面
、
贋
さ
な
き
線
、
延
長
な
き
織
と
い
ふ
が
如
き

想
像
作
用
を
離
れ
控
る
純
粋
な
る
哲
愚
挙
甥
象
　
㊤
暮
㌶
喜
臨
（
）
慕
情
財
團
雪
上
は
抽
象
的
饗
象
　
Φ
暮
賞

誉
多
血
。
夢
の
概
念
を
排
し
て
居
る
。
爾
ほ
デ
カ
｝
塾
の
同
様
の
思
想
を
更
に
明
確
に
示
す
竜
の

は
彼
れ
の
輩
純
物
牲
影
霞
器
落
妻
嘗
。
。
紛
に
心
す
る
勝
説
で
あ
る
、
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デ
カ
夢
ト
は
一
切
の
講
物
を
認
識
の
順
序
上
叉
は
吾
々
の
認
識
に
關
冷
し
て
（
此
句
の
意
味
は

後
に
読
明
す
る
機
會
が
あ
る
嘱
輩
純
」
或
は
「
絶
勤
的
」
及
び
「
複
合
的
」
（
8
厳
唱
。
馨
蕊
）
或
は
「
關
質
的
」
（
塊
＄
娼
①
o
掌

凶
姦
旦
の
尊
者
に
劉
つ
π
。
　
前
者
は
吾
々
の
認
識
上
畳
以
上
分
析
さ
れ
得
ぎ
る
、
其
れ
以
上
定
義
さ

れ
得
ざ
る
、
艶
麗
身
に
依
て
知
ら
る
、
唱
導
旧
邸
O
蜜
Φ
、
吾
々
は
唯
其
れ
の
複
離
登
る
結
合
よ
勇
其
れ

を
解
き
ほ
ぐ
し
て
一
つ
一
つ
直
聾
的
に
認
識
し
得
る
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
の
要
素
叉
は
物
性
で

あ
る
。
　
一
二
し
て
デ
カ
§
ト
に
依
れ
門
ば
㎜
畢
純
物
躍
性
は
、
（
一
）
例
へ
ば
無
し
郷
、
執
等
等
と
い
ム
が
加
州
き
、
栴
胆
性

が
興
国
表
象
の
助
を
借
ら
ず
し
て
其
自
然
知
貯
彦
窪
轟
嘗
撮
．
帥
δ
に
依
て
認
識
し
得
る
、
即
ち
純
悟
性

舳
窟
お
凶
乱
訴
㊦
暮
景
奮
の
竜
の
。
（
二
）
例
へ
ば
難
解
、
延
長
、
蓮
動
と
い
ふ
が
如
き
、
吾
々
が
箪
に
物
薩
に
の

み
存
す
る
と
し
て
認
識
す
る
、
盈
ち
純
物
質
的
娼
舞
Φ
露
暮
①
嵩
鎗
Φ
。
。
の
竜
の
、
（
三
）
例
へ
ば
存
在
h
縫
績
と

い
ふ
が
如
被
物
膿
及
び
精
…
紳
の
双
方
㌦
に
蹄
せ
ら
れ
得
る
、
即
ち
爾
者
に
共
…
題
な
る
概
念
　
娼
O
鐵
O
嵩
¢
憩

8
諺
劇
毒
霧
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
　
省
ほ
他
の
軍
純
物
性
を
結
付
け
る
爲
め
に
用
ゐ
ら
る
、
蓮

幣
と
墨
守
す
べ
き
、
卜
し
て
其
明
謹
に
墓
い
て
推
理
が
行
は
る
㌦
と
こ
ろ
の
概
念
、
例
へ
ば
二
者
が

共
に
第
三
者
に
等
し
け
れ
ば
其
れ
は
叉
π
互
に
相
等
し
と
い
ふ
が
如
き
概
念
竜
此
期
三
種
．
に
厩

す
る
。
此
軍
純
物
性
は
デ
カ
置
ト
に
依
れ
ば
直
畳
の
重
要
な
封
象
で
あ
る
が
（
切
・
圏
・
鳩
の
．
＄
）
其

第
ご
及
ド
び
第
三
種
に
饗
し
て
は
悟
性
は
此
の
如
く
戴
宮
及
び
想
像
を
要
す
る
、
殊
に
形
状
、
延
長
噂
煙

　
　
　
　
ヂ
ヵ
｝
も
樽
勉
規
期
論
漏
に
於
婬
る
「
礁
蝿
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
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哲
繊
賜
銘
　
箪
漏
＋
　
號
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
八

動
等
は
膚
然
知
の
み
に
℃
認
識
さ
る
、
純
知
的
輩
純
物
性
に
は
鵬
し
な
い
。

　
併
し
デ
カ
3
峯
の
直
様
の
範
園
は
輩
に
是
等
の
羅
純
物
性
の
み
に
限
ら
れ
て
居
な
い
。
デ
カ

渡
ト
に
依
れ
ば
直
壁
は
軍
純
物
性
の
み
な
ら
ず
、
更
に
共
絹
互
の
必
然
的
結
合
の
認
識
、
而
し
畢
て
最

後
に
悟
性
が
其
事
身
若
く
ば
想
像
三
甲
に
あ
う
と
精
確
に
経
威
す
る
と
こ
ろ
の
他
の
一
切
　
（
銭

審
雛
ゆ
賃
瀞
O
琴
謬
冒
ρ
餐
Φ
営
ぎ
｝
討
鼠
三
層
．
器
O
冨
ρ
毒
｝
貯
。
。
①
一
隻
ρ
♂
、
Φ
一
最
善
6
暮
器
㌶
O
湊
Φ
Φ
老
Φ
風
貯
5
に
蟹
が
る
。

（
節
護
こ
。
。
・
o
・
。
）
。
箪
純
物
性
の
必
然
的
結
合
と
い
ぶ
こ
と
の
意
味
は
後
に
譲
っ
て
、
遊
に
悟
性
が
自

己
良
身
若
く
ば
想
像
中
に
あ
り
と
明
確
に
経
験
す
る
と
こ
ろ
の
他
の
一
切
と
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
る
か
を
先
づ
吟
昧
し
て
見
や
う
。

　
　
　
　
　
　
羅

　
蓋
し
、
デ
カ
貧
ト
は
不
定
な
る
威
官
の
衝
示
や
誤
れ
る
結
合
作
用
を
管
む
想
像
の
到
麟
を
ば
常

に
確
實
な
る
認
識
の
最
大
障
碍
と
し
て
排
斥
し
た
が
、
併
し
近
世
油
然
科
學
的
思
潮
の
洗
禮
を
受

け
、
歎
學
家
と
し
て
演
繹
を
重
齢
す
る
と
共
に
天
文
、
物
理
、
生
理
學
上
の
實
験
的
研
究
に
深
き
關
心

を
有
し
て
居
π
彼
は
古
代
の
純
理
論
者
の
如
く
威
宮
の
所
論
や
想
像
の
結
合
を
ば
根
祇
よ
ム
し

て
排
斥
す
る
こ
と
は
禺
來
な
か
っ
た
。
威
官
の
所
示
は
常
に
不
定
で
あ
る
か
。
想
像
は
常
に
誤
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れ
る
結
合
を
螢
む
か
。
数
學
に
於
け
る
根
本
命
題
が
勝
れ
π
る
確
實
性
を
有
し
確
實
な
る
認
識

の
墓
礎
と
な
ウ
得
る
は
其
れ
が
墨
焼
に
し
て
明
野
な
る
が
故
で
あ
る
と
デ
カ
置
レ
は
し
だ
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　

や
　
や

あ
る
が
、
之
と
同
様
確
實
孜
る
認
識
の
早
筆
と
菰
ウ
得
る
何
等
か
の
翠
純
朋
自
な
る
輕
験
が
無
い

で
あ
ら
う
か
。
　
デ
カ
｝
ト
は
此
の
如
き
要
求
に
鷹
じ
て
其
橘
町
及
び
演
繹
の
原
理
に
矛
盾
す
る

こ
と
な
く
経
験
科
挙
に
墓
礎
を
輿
へ
ん
が
早
め
に
其
直
壷
の
神
園
を
嬢
あ
照
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

先
づ
彼
は
規
珊
第
五
に
於
て
、
経
験
を
輕
評
す
る
哲
廃
者
を
ば
、
「
恰
か
竜
ミ
ネ
ル
ゾ
が
ユ
ピ
テ
ル
の

頭
部
よ
り
跳
繊
で
し
が
動
く
翼
下
は
己
れ
等
の
騰
髄
よ
ム
跳
出
で
る
と
患
ふ
」
者
と
し
て
椰
鍮
し
、

叉
た
天
膿
の
性
質
に
撃
て
何
等
識
乃
と
乙
ろ
次
く
、
其
運
動
を
注
意
掘
察
す
る
こ
と
す
ら
な
さ
ず

し
て
其
れ
の
作
用
を
決
定
左
右
し
學
べ
し
と
す
る
星
占
家
に
比
べ
て
居
る
（
o
Q
・
b
。
。
。
＆
麟
）
。
而
し
て
更

に
規
則
第
八
に
果
て
は
複
合
的
且
つ
關
胃
壁
の
物
に
蕊
て
は
経
、
験
の
灰
示
は
信
頼
し
難
い
が
「
箪

純
」
且
2
平
野
的
」
の
物
に
就
て
は
信
頼
し
得
る
と
い
ム
こ
と
が
後
に
説
か
る
べ
き
こ
と
を
簡
「
輩
に

併
し
明
自
に
豫
難
し
（
ω
・
G
。
刈
）
、
最
後
に
規
期
第
十
二
に
於
て
下
の
様
に
説
い
て
居
る
。
悟
性
は
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぶ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

へ
ら
れ
た
る
亀
の
を
其
膚
身
及
び
黒
馬
中
に
存
す
る
儘
に
受
取
っ
て
其
れ
に
踊
し
て
何
等
の
到

ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

噺
を
も
下
さ
、
る
以
上
決
し
て
経
験
に
鞭
て
歎
か
る
㌧
之
と
は
無
い
、
誤
謬
は
想
像
が
忠
實
に
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

畳
の
鋤
象
を
、
域
畳
が
忠
實
に
心
外
鋼
象
を
模
霧
す
る
と
羽
聾
す
る
に
依
て
起
る
．
　
誤
謬
は
不
正

　
　
　
　
デ
飽
3
ト
の
門
親
期
繭
」
に
於
け
る
門
霞
難
隔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
九
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鴛
　
趨
’
　
研
　
究
　
　
繁
閥
十
一
駿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
○

の
到
噺
で
あ
る
、
戴
畳
や
想
像
は
唯
表
象
の
み
の
能
力
で
あ
っ
て
其
霞
身
劉
断
の
カ
を
有
ぜ
ず
、

從
．
つ
て
其
々
身
誤
謬
の
生
源
π
る
こ
と
は
禺
來
滋
。
．
吾
亭
を
誤
謬
に
導
く
竜
の
は
経
験
其
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

非
ず
し
て
悟
性
が
之
に
附
加
し
禿
る
概
念
で
あ
る
．
併
し
叉
た
此
誤
謬
を
匡
正
す
る
竜
の
込
亦
正

し
き
剣
．
断
を
下
す
と
ζ
ろ
の
、
旧
徳
の
概
念
を
正
し
く
適
用
す
る
と
こ
ろ
の
悟
性
其
者
の
外
に
は

あ
う
得
な
い
．
斯
く
考
謙
れ
ば
軍
に
輩
純
物
牲
の
み
な
ら
ず
複
合
物
性
と
難
破
必
ず
し
竜
吾
々

を
欺
く
と
は
限
ら
な
い
。
複
合
物
性
に
は
吾
々
自
身
が
之
を
複
合
し
π
竜
の
と
、
経
験
が
し
か
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

舎
さ
れ
て
居
る
と
し
て
吾
々
に
示
す
も
の
と
の
雨
者
を
匿
遣
す
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
後
者
は
唯

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の
表
象
と
し
て
は
何
等
の
誤
謬
を
も
含
嚢
な
い
。
　
誤
謬
を
含
む
可
無
性
を
有
す
る
は
前
者
の
み

で
あ
る
。
後
者
が
誤
謬
と
な
る
は
其
表
象
を
ば
存
在
な
る
悟
性
概
念
と
結
付
け
性
結
果
、
即
ち
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ

．
港
と
な
っ
た
結
果
で
あ
る
、
斯
く
て
翼
儒
問
題
の
超
る
は
唯
吾
々
が
結
付
け
π
複
合
物
性
の
揚

合
の
み
で
あ
る
。
（
こ
a
・
霧
騰
）

　
然
ら
ば
吾
々
に
依
て
、
な
さ
れ
た
如
何
な
る
結
合
が
眞
に
し
て
如
何
な
る
結
合
が
鶴
で
あ
る
か

と
い
ふ
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
が
、
其
考
査
は
暫
く
後
に
譲
っ
て
、
上
蓮
に
墓
い
て
デ
カ
聖
ト
が
直

畳
と
呼
ん
だ
竜
の
、
性
質
を
概
親
せ
ね
ば
な
ら
繍
。
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上
述
に
依
て
吾
々
は
デ
勇
ド
る
の
直
畳
が
極
め
て
難
駁
な
竜
の
を
含
む
ど
い
ふ
之
と
を
知
る

乙
と
が
平
帯
る
．
其
中
に
は
軍
一
の
表
象
竜
あ
れ
は
共
結
合
た
る
到
断
竜
あ
る
。
根
本
概
念
象
暮
や

び
罐
鳳
詩
と
根
本
命
題
O
籍
監
ω
簿
器
と
が
一
列
に
病
中
に
含
篭
れ
て
居
る
。
第
三
種
の
軍
純
物
性

（
昌
。
餓
。
切
＄
8
琶
§
葎
①
・
。
）
の
桶
と
し
て
墨
げ
ら
れ
允
、
第
三
者
に
等
し
き
雨
晒
は
相
等
し
と
い
ふ
公
理
や

叉
π
デ
カ
喜
ト
が
直
豊
の
中
に
含
め
だ
、
後
に
紅
藻
さ
る
べ
き
、
出
金
物
性
の
必
然
的
結
合
は
劉
噺

の
形
を
取
っ
て
居
る
。
更
に
他
の
織
よ
う
見
て
、
カ
ン
塾
が
魑
質
し
π
悪
罵
に
於
け
る
概
念
と
直

走
と
、
純
灘
直
槻
と
経
験
的
直
観
と
が
混
沌
歌
態
を
な
し
て
雑
然
と
し
て
其
申
に
含
ま
れ
て
居
る
。

デ
、
力
壼
ト
は
歎
學
の
直
観
性
を
ば
あ
れ
程
明
確
に
承
認
し
た
が
、
併
し
撒
學
助
知
識
と
純
論
理
的

知
識
と
の
別
に
注
意
せ
ず
、
等
し
く
「
純
灘
悟
性
に
温
く
竜
の
」
と
し
て
其
共
通
性
の
み
を
明
翻
し
て

爾
者
を
明
確
に
癌
別
し
な
か
つ
π
。
若
し
此
匠
別
を
充
分
明
確
に
し
だ
な
ら
ば
カ
ン
ト
の
威
性

的
と
知
性
的
と
の
庭
別
拉
に
粋
純
直
概
の
概
念
に
到
達
し
得
た
で
あ
ら
う
と
想
橡
す
る
ε
が
禺

纏
る
。
更
に
、
前
業
の
如
く
悟
性
が
其
中
身
若
く
ば
想
像
申
に
在
う
と
「
精
確
」
（
鷲
器
◎
醒
に
経
験
す
る

と
こ
ろ
の
竜
の
は
凡
て
直
衣
で
あ
る
と
輝
き
、
「
精
確
」
で
あ
る
と
い
ふ
一
條
仲
さ
へ
充
π
せ
ば
凡
て

　
　
　
、
デ
滋
葦
塾
の
門
短
…
…
欄
輪
撒
に
於
け
る
門
霞
穗
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
爾
禰



b雛

　
　
　
　
哲
綴
・
概
究
　
　
篤
「
鶴
十
一
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
二

が
李
等
に
悟
性
の
原
理
π
る
こ
と
を
認
あ
て
其
中
に
重
要
量
る
匿
甥
あ
る
を
認
め
て
居
獄
い
、

但
し
彼
れ
も
光
及
び
昔
の
強
さ
と
い
ム
が
如
き
減
性
的
性
質
は
癖
…
確
」
に
規
定
す
る
こ
と
は
出
來

な
い
が
純
搾
延
長
の
み
は
等
し
く
「
想
像
」
の
郵
象
で
あ
る
に
込
狗
ら
ず
「
精
確
」
に
規
定
す
る
こ
と
が

出
來
る
と
説
い
て
居
る
（
響
町
回
く
）
が
、
笹
藪
を
更
に
精
細
に
認
識
論
的
に
追
究
し
行
つ
π
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
践
）

叉
た
純
糠
直
槻
の
概
念
に
到
貧
し
得
べ
き
で
あ
る
が
、
其
れ
は
出
來
な
か
っ
た
。

　
欝
ほ
又
だ
デ
カ
｝
ト
の
直
畳
の
概
念
に
は
前
後
に
動
藩
が
あ
る
と
い
ふ
ど
竜
上
述
に
依
て
否

定
す
る
ε
は
出
來
ぬ
。
純
粋
悟
性
の
原
理
と
し
て
の
直
畳
は
、
其
心
理
説
に
於
て
豊
丸
悟
性
と
封

激
し
て
居
る
威
性
知
畳
や
想
像
と
結
付
き
、
或
は
之
に
援
助
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
軍
威
性
知

畳
や
想
像
ま
で
懲
嚢
中
に
含
嚢
る
㌧
に
蚕
っ
て
居
る
、
　
こ
れ
は
画
竜
殉
ほ
後
代
ま
で
哲
學
が
脱
．

す
る
乙
と
の
出
來
殺
か
つ
カ
、
霜
露
鋼
鮒
設
問
と
心
理
學
的
設
問
と
の
混
交
の
結
果
と
見
ら
れ
ね

ば
な
ら
諏
。
　
轡
以
を
蛍
潤
へ
げ
輪
親
偉
功
卿
に
於
け
る
デ
カ
葺
争
は
カ
ン
ト
晶
剛
の
哲
學
初
申
最
病
多
く
此
混

交
を
脱
し
た
患
想
家
で
あ
っ
て
、
現
に
彼
は
其
心
理
説
を
説
く
に
當
て
は
常
に
假
説
と
し
て
説
い

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
此
假
説
的
心
理
説
は
絶
之
ず
其
認
識
論
的
考
察
の
方
向
を
支
配
し
て

其
徹
底
を
妨
げ
て
居
る
。
　
要
す
る
に
上
卿
の
動
藩
は
童
画
設
問
の
混
交
と
、
彼
れ
渉
新
興
良
然
科

學
に
重
要
な
る
贋
値
を
認
め
古
代
の
純
理
論
の
如
く
威
性
経
駿
に
勤
し
て
極
端
な
裟
國
的
態
度
．



．雪35

を
誓
う
得
な
か
っ
た
ζ
と
、
が
相
結
付
い
て
生
ん
だ
良
然
の
産
物
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
來

る
と
愚
ぷ
。

　
　
　
　
　
　
五

　
併
し
デ
カ
置
ト
の
純
粋
悟
性
，
認
識
と
し
て
の
直
畳
申
に
威
性
経
験
を
含
む
と
い
ぶ
こ
と
は
純

理
論
者
と
し
て
の
（
少
く
と
も
規
財
論
に
現
は
れ
π
る
）
デ
カ
置
ト
に
饗
し
て
普
蓮
試
み
ら
お
、
批

評
や
攻
撃
の
或
者
を
無
斜
な
ら
し
め
る
。
第
一
に
彼
を
ば
べ
E
コ
ン
と
甥
比
し
て
認
識
論
罪
純

理
的
思
惟
の
み
に
便
値
を
置
い
て
全
然
養
性
経
験
を
排
斥
し
た
と
見
る
は
言
ふ
ま
で
竜
な
く
不

興
で
あ
る
。
べ
露
コ
ン
が
威
性
経
験
の
み
に
便
値
を
置
い
て
學
問
研
究
の
上
に
於
け
る
純
理
的
思

惟
、
演
繹
的
思
惟
の
意
義
を
無
漉
し
だ
と
い
ふ
は
事
實
で
あ
る
。
併
し
デ
カ
B
魯
を
以
て
其
正
反

野
の
極
端
に
走
っ
た
と
見
る
は
事
實
で
な
い
貿
　
二
っ
て
タ
ッ
ク
が
デ
カ
碁
ト
を
重
要
な
る
代
表

者
と
見
て
純
理
論
者
に
向
け
π
と
い
ふ
二
二
デ
カ
置
ト
は
其
眼
を
閉
ぢ
耳
を
塞
い
で
一
切
の
回

暦
の
所
示
を
欲
す
る
問
は
微
底
し
て
居
る
が
、
肖
ら
解
荊
生
理
の
實
験
的
研
究
に
專
心
す
る
は
矛

盾
で
あ
る
と
い
ふ
非
難
竜
不
二
で
あ
る
。
　
二
つ
｛
叉
だ
デ
カ
｝
ト
が
物
理
學
者
と
し
て
ガ
リ
レ

イ
や
ニ
ュ
蜜
ト
ン
に
及
ば
ざ
る
所
以
も
亦
た
決
し
て
認
識
論
上
経
験
の
必
要
を
認
あ
な
か
つ
疫

黙
に
存
す
る
の
で
は
な
い
。
　
若
し
物
理
研
究
に
於
け
る
デ
カ
璽
ト
の
鋏
織
を
言
へ
ば
假
設
を
立

　
　
　
　
ヂ
カ
雪
卦
の
門
親
期
繍
』
に
於
纏
る
門
霞
鰯
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
露
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哲
攣
研
究
　
　
纂
照
幸
闇
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
購

つ
る
に
充
分
の
愼
璽
と
細
心
と
を
鋏
い
だ
と
い
ふ
織
に
あ
る
。
此
敏
織
は
知
ら
る
＼
如
く
彼
れ
の

膿
系
に
於
て
は
其
騒
然
哲
學
及
入
性
論
に
最
智
慧
に
且
つ
頻
繁
に
現
は
れ
て
居
る
が
、
此
過
失
は

決
し
て
其
認
識
論
よ
ウ
來
つ
カ
の
で
は
な
く
し
て
．
寧
ろ
思
想
赫
に
背
反
し
控
結
果
で
あ
る
。
彼

は
コ
ベ
ル
ユ
ク
ス
を
大
磯
見
に
導
い
だ
と
い
ふ
、
事
物
の
層
理
は
軍
純
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ヘ
　
　
へ
　
　
お

確
信
に
管
掌
強
く
動
か
さ
れ
て
、
現
象
の
説
明
に
當
て
軍
純
な
る
豫
想
で
さ
へ
あ
る
な
ら
ば
唯
其

れ
挫
け
の
理
由
を
以
て
翼
で
あ
る
と
す
る
と
い
ふ
誤
想
に
陥
つ
控
の
で
あ
っ
た
。
被
は
現
に
（
彰

曽
）
吾
々
は
溌
何
學
に
於
て
任
意
の
假
定
に
俵
て
問
題
を
解
く
こ
と
を
許
し
て
居
る
以
上
、
他
の
事

物
の
説
明
に
於
て
竜
若
し
其
れ
が
事
物
を
聖
断
に
し
得
さ
へ
す
れ
ば
之
を
許
さ
思
る
理
は
な
い

で
は
な
い
か
、
假
定
は
之
を
輩
な
’
る
椴
定
と
し
て
取
っ
て
逆
理
と
し
て
確
認
せ
ぎ
る
閲
は
決
し
て

吾
々
を
歎
く
竜
の
で
な
い
、
と
論
い
て
居
る
。
此
見
解
の
結
果
は
其
肖
然
響
町
や
入
性
論
に
於
け

る
假
説
の
濫
造
と
な
っ
て
現
は
れ
π
の
で
あ
る
。
　
デ
カ
｝
ト
は
前
述
の
様
に
假
詮
と
嚴
密
な
る

意
隊
に
於
け
る
上
覧
と
を
殿
町
に
麺
隠
せ
ね
ば
な
ら
漁
こ
と
を
説
き
、
多
く
の
學
者
が
明
断
確
實

の
認
識
を
以
て
満
足
せ
ず
、
不
確
實
な
る
想
像
読
を
立
て
＼
之
を
翼
理
に
關
す
る
鋼
断
と
混
同
す

る
こ
と
を
非
難
し
て
居
る
が
、
併
し
彼
空
身
屡
此
戒
め
を
破
ウ
、
蓋
然
説
よ
ウ
野
望
し
て
侮
時
の
間

に
か
之
を
墨
筆
に
慶
じ
て
推
理
を
進
め
、
其
認
識
論
に
撃
て
科
學
に
坐
し
て
な
し
π
彼
れ
の
巌
密



な
る
要
求
を
裏
切
つ
だ
、
而
し
て
其
確
實
の
度
に
於
て
彼
れ
が
罪
難
し
だ
先
人
の
説
と
大
差
な
き
、

畿
多
の
臆
読
を
以
て
綴
う
合
せ
π
肖
然
哲
學
や
人
講
論
を
読
《
に
至
つ
π
の
で
あ
る
。
彼
が
科

學
者
と
し
て
ガ
リ
レ
．
イ
や
ニ
ュ
震
ト
ン
に
及
ば
な
か
つ
丁
重
な
原
因
は
智
慮
に
在
る
と
思
は
れ

．
る
。

繭♂触
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議
論
は
細
々
岐
路
に
入
つ
差
が
、
本
論
に
蹄
る
。
　
デ
カ
言
ト
の
直
畳
は
藤
壷
物
性
の
必
然
的
結

合
を
含
む
と
言
っ
差
が
、
其
必
然
的
結
合
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
　
軍
純
物
性
其
者
に
は

誤
謬
を
含
量
な
い
、
複
合
物
性
竜
亦
経
瞼
が
複
合
し
た
も
の
と
し
て
示
す
盤
の
も
の
は
誤
謬
を
含

鉛
な
い
、
誤
謬
は
吾
々
が
軍
純
物
性
を
結
付
け
て
考
ふ
る
揚
繭
に
の
み
趣
る
。
　
但
し
琵
種
の
結
合

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
コ

に
必
然
的
と
偶
然
的
と
の
二
種
が
あ
る
。
　
一
物
の
概
念
が
他
物
の
概
念
と
不
明
瞭
な
仕
方
を
以

へ

て
（
8
⇔
皆
ω
①
）
不
可
離
的
に
結
付
い
て
其
れ
を
離
し
て
考
ふ
れ
ば
其
繰
れ
か
を
到
明
に
考
へ
る
乙
と

が
出
來
訟
無
実
に
共
結
合
を
必
然
的
と
い
ふ
。
　
形
を
延
長
よ
り
、
或
は
運
動
を
持
歯
面
は
時
間
よ

蚤
離
し
て
面
明
に
考
ふ
る
こ
と
は
出
凍
諏
。
　
其
故
に
形
は
延
長
と
．
運
動
は
時
間
と
必
然
酌
に
結

付
く
。
七
は
三
と
四
と
を
不
明
瞭
な
仕
方
を
以
て
体
中
に
含
あ
る
こ
と
な
く
し
て
は
舗
明
に
港

　
　
　
　
デ
ヵ
ー
野
の
　
、
競
珊
、
論
駄
に
於
け
る
門
門
難
漏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
蕊



暮3s

　
　
　
　
鷺
雛
概
究
　
第
照
＋
輔
號
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

へ
る
こ
と
は
出
來
ぬ
、
其
故
に
桝
＋
な
。
U
刈
は
必
然
的
結
合
で
あ
る
。
例
を
直
概
軍
勢
象
以
外
に
取

れ
ば
、
例
へ
ば
ソ
書
ク
ラ
テ
罫
ス
が
予
は
一
切
を
疑
ふ
と
い
ふ
時
に
、
彼
は
少
く
と
竜
彼
が
臓
ふ
と

い
ム
こ
と
を
知
る
、
叉
だ
彼
は
翼
偽
の
励
あ
る
こ
と
を
許
す
、
と
い
ふ
乙
と
が
必
然
的
に
績
く
、
郎
ち

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

是
等
の
事
項
は
疑
ひ
と
必
然
的
に
結
付
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
不
可
離
で
な
い
結

合
は
凡
て
偶
然
的
で
あ
る
。
例
へ
ば
人
と
衣
服
と
の
間
に
は
不
可
離
的
の
胃
壁
は
無
い
、
其
故
に

「
人
は
衣
服
を
着
る
」
と
い
ふ
巴
里
は
偶
然
的
で
あ
る
。
　
學
聖
上
翼
と
言
は
る
べ
き
離
断
は
必
然
的

結
合
に
依
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
學
問
の
要
務
は
普
通
注
意
さ
れ
ざ
る
此
の
如
き
必
然
的
結
合
を
螢

見
す
る
に
あ
る
。
而
し
て
デ
カ
二
二
に
依
れ
ば
第
一
に
二
二
物
性
の
認
識
は
直
答
で
あ
る
が
、
更

に
其
必
然
的
結
合
の
認
識
家
長
憶
の
援
助
を
借
ら
ず
直
接
躍
る
限
垂
叉
だ
之
に
罰
す
る
、
唯
必
然

的
結
合
の
序
列
が
蓮
鎮
を
成
し
其
一
端
よ
う
他
端
へ
の
…
進
行
が
認
憶
の
援
助
を
要
す
る
揚
合
に

演
繹
と
な
る
。
瑚
く
て
、
正
確
な
る
認
識
に
到
達
す
べ
き
道
は
直
畳
と
演
繹
と
の
二
途
で
あ
る
と

言
つ
か
デ
カ
書
ト
の
意
味
が
充
分
駕
か
と
な
っ
た
。

七

蝕
し
此
必
然
的
結
合
に
就
て
爾
ほ
新
た
な
る
問
題
が
起
る
。
　
デ
カ
｝
ト
が
必
然
的
結
合
の
揚



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
や
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
ゐ
　
へ
　
や
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
合
に
は
一
概
念
が
他
概
念
に
不
明
瞭
な
仕
方
を
以
て
含
懐
れ
て
居
る
と
し
だ
こ
と
は
、
必
然
的
結

　
合
を
ば
カ
ン
ト
め
露
命
に
於
て
分
析
的
と
見
た
の
で
は
な
い
か
。
併
し
此
解
羅
は
デ
カ
婁
ト
が

　
明
盲
し
だ
、
輩
純
物
性
の
性
質
に
關
す
る
曲
想
と
調
和
が
困
難
で
あ
る
。
デ
カ
事
ト
は
嚢
き
に
輩

　
純
物
性
と
複
舎
物
性
と
を
雇
逸
し
た
腹
合
に
「
認
識
の
順
序
上
」
叉
は
「
吾
々
の
認
識
に
關
し
て
』
な
る

　
翻
限
句
を
附
加
へ
て
居
る
か
、
其
れ
を
下
の
様
に
説
明
し
て
居
る
。
　
こ
れ
は
「
物
の
事
素
的
存
在
上
」

　
叉
は
．
事
實
的
存
在
に
開
し
て
」
と
偏
別
せ
ん
が
留
め
で
あ
る
。
例
へ
ば
今
硝
定
の
延
長
と
形
状
と

　
を
有
す
る
或
物
置
を
考
ふ
准
に
、
其
の
存
在
上
よ
ム
言
へ
ば
其
れ
は
最
初
濁
立
に
存
す
る
物
質
、
延

　
長
、
形
厭
な
る
三
物
牲
が
集
金
っ
て
戎
る
と
考
へ
る
乙
と
は
出
來
な
い
が
、
併
し
吾
々
の
悟
性
に
勢

　
す
る
關
係
よ
多
言
へ
ば
、
吾
々
が
此
三
者
が
同
網
の
主
膿
に
同
時
に
結
付
い
て
存
す
る
と
言
言
し

　
得
る
に
先
っ
て
之
を
凶
つ
一
つ
離
し
て
認
識
し
て
、
然
る
後
に
三
物
膿
は
此
三
者
の
結
合
で
あ
る

　
と
考
へ
ね
ば
な
ら
綴
と
（
O
a
・
⑦
b
D
〉
。
帥
ち
彼
に
依
れ
ば
、
悟
性
に
幽
し
て
は
延
長
と
形
駿
と
は
本
來
は

　
・
一
が
他
の
申
に
含
嚢
る
と
い
ふ
關
係
に
立
つ
も
の
で
な
く
し
て
全
然
夫
々
点
点
の
竜
の
で
あ
る
。

　
從
っ
て
必
然
的
剣
断
に
依
て
の
爾
者
の
結
合
は
デ
カ
『
ト
を
置
合
的
に
解
せ
ん
が
爲
め
に
は
カ

　
ン
ト
の
意
味
に
於
て
分
析
剣
断
で
な
く
し
て
総
合
判
噺
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
　
分
析

謝
判
断
は
デ
カ
、
霧
ト
よ
ゑ
見
れ
ば
本
家
離
し
て
考
へ
る
こ
と
の
鋤
來
ぬ
菟
の
を
離
し
て
考
へ
て
、
結

　
　
　
　
　
デ
問
罪
ト
の
門
蜘
…
期
繍
」
に
於
け
る
「
直
愚
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一
七
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哲
雛
研
究
　

鎮
購
十
一
號
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

赫
け
た
と
い
ふ
形
と
し
把
竜
の
で
あ
っ
て
、
殿
密
な
意
味
に
於
て
結
合
で
凝
い
、
從
っ
て
劃
断
と
い

ふ
ε
は
出
一
応
～
綴
筈
で
あ
添
。
　
但
し
デ
カ
塞
ト
懲
此
形
の
、
嶋
巣
の
鋼
臨
剛
と
は
云
へ
叡
い
、
カ
ン
ト
の
一
分

析
興
闘
の
定
義
（
「
主
購
と
賓
僻
と
の
結
合
が
同
圃
に
依
て
：
・
・
考
へ
ら
る
、
」
臼
Φ
〈
㊦
費
監
窺
諺
◎
q
鎌
＄
℃
－

養
象
寮
駿
豊
津
富
彰
O
Q
挿
こ
⑦
回
謬
急
母
畠
鑓
窪
簿
響
：
●
；
拠
Φ
畠
。
倭
詞
謬
蚤
〉
に
精
密
に
適
合
し
疫
到
断
の
存
在
を
認

め
て
居
る
。
　
葡
か
竜
カ
ン
ト
と
壼
然
叡
山
の
文
章
を
以
て
之
を
例
示
し
て
居
る
。
邸
ち
規
鋼
第

十
五
の
喪
具
ρ
○
自
・
G
。
宙
ど
に
下
の
檬
に
説
い
て
居
る
。
「
物
艦
は
延
長
す
」
○
。
壱
衰
窪
酔
震
8
塁
二
諺
な
る
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
へ

題
に
於
て
物
膿
と
延
長
と
は
一
筆
溺
の
竜
の
を
示
し
て
居
る
が
、
併
し
吾
々
の
想
像
に
於
て
二
つ

も
　
　
も
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
鋼
溺
さ
れ
沁
観
念
を
形
誓
う
得
る
か
と
い
ふ
に
不
可
能
で
あ
る
、
吾
々
が
想
像
す
る
は
唯
延
長

す
る
登
営
の
一
観
念
あ
る
の
み
。
　
此
命
題
は
薫
修
「
延
長
岩
は
延
長
す
」
副
翼
Φ
口
湊
導
霧
帥
⑦
図
富
鎧
零
彰
と

い
ふ
の
と
同
一
で
あ
る
．
　
之
に
反
し
て
翼
シ
ル
ス
は
富
め
う
」
と
い
ふ
命
題
は
「
富
者
は
寓
あ
♪
と

い
ふ
と
同
一
で
な
い
、
云
々
。
　
デ
カ
璽
｝
の
此
引
例
及
び
説
四
は
必
然
的
結
合
の
説
明
を
貝
的
と

し
陀
の
で
は
叡
い
が
、
併
し
主
賓
の
局
一
　
冒
窪
鍵
田
に
依
っ
て
考
へ
ら
る
、
カ
ン
｝
の
面
明
弱
断

の
概
念
が
叢
に
明
か
に
現
は
れ
て
屠
る
。

　
新
く
て
デ
カ
｝
ト
に
依
れ
ば
一
切
の
確
實
な
る
認
識
の
根
本
、
帥
ち
演
繹
の
根
本
的
要
素
潅
る

べ
き
必
然
的
結
合
は
カ
ン
塾
の
意
殊
に
於
け
る
先
天
総
合
で
鳴
け
れ
．
ば
な
ら
ず
、
而
し
て
そ
れ
が
．
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カ
ト
ン
の
場
合
と
同
様
認
識
の
安
當
性
と
隈
界
と
を
決
定
す
る
毛
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が

出
贈
る
。
　
新
く
て
デ
カ
憲
ト
は
其
必
然
曲
結
合
の
概
念
に
依
て
、
後
に
ヒ
笛
蓄
ム
の
懐
疑
論
の
嶢

織
と
猿
手
分
析
的
な
ら
ざ
る
結
合
が
如
何
に
し
て
必
然
的
な
う
得
る
か
｝
、
更
に
カ
ン
ト
の
認
識
論

の
出
毅
織
と
な
っ
た
織
を
突
止
あ
π
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
曇
る
、
　
　
　
ら

　
但
し
デ
カ
『
ト
は
琵
先
天
総
合
が
如
何
に
し
て
可
能
な
る
か
を
解
決
し
て
居
な
い
。
　
彼
は
カ

ン
塾
と
同
様
一
切
の
確
實
隠
る
認
識
の
根
概
は
其
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
毅
、
而
し
て
其
れ
は
純
騨

憾
性
に
基
礎
を
有
せ
ね
ば
な
ら
澱
、
と
い
ふ
こ
と
を
動
か
す
可
ら
ざ
る
窮
理
と
認
め
疫
が
、
併
し
此

純
量
悟
性
の
概
念
に
依
て
問
題
は
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
解
か
れ
拠
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と

を
意
識
し
な
か
つ
控
。
　
事
訳
は
實
に
破
を
幽
晦
論
者
と
し
て
カ
ン
ト
よ
ウ
麗
溺
す
る
重
要
織
で

あ
る
。
併
し
デ
ヵ
荏
ト
は
既
に
可
な
う
明
か
に
カ
ン
ト
の
方
向
に
向
っ
て
の
此
岡
題
の
解
決
の

墓
礎
を
置
い
て
居
る
。
　
規
瑚
第
一
に
依
れ
ば
吾
や
の
認
識
に
於
け
る
統
一
は
多
様
次
る
勤
象
に

存
ぜ
ず
し
て
理
性
に
存
す
る
。
　
理
乱
に
依
参
、
蘇
れ
の
統
一
の
法
域
に
依
う
て
初
め
て
表
象
は
封

象
に
圏
係
せ
し
あ
ら
る
＼
、
或
は
表
象
の
熔
鉱
が
決
定
せ
ら
る
㌧
。
箪
。
。
轟
）
　
更
に
前
に
叙
し
溢
三

一
瑚
鱈
脚
十
・
二
の
無
点
…
に
よ
る
竜
、
威
影
面
漁
ひ
想
漁
窩
は
諏
凸
爵
H
身
に
て
は
蒲
閃
等
勤
象
の
認
識
を
輿
〔
へ
鍛
．
唯

其
材
料
を
供
給
す
る
の
み
。
　
威
富
及
び
想
橡
の
蓑
象
を
勤
象
化
す
る
は
悟
性
概
念
に
依
る
劉
麟
・

　
　
　
　
ダ
四
望
き
の
『
親
灘
號
」
に
三
哲
る
「
菰
難
偏
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
九
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哲
學
研
兜
　
　
第
郷
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

作
用
で
あ
る
。
此
デ
カ
窪
塾
の
思
想
を
精
密
に
た
ど
ウ
行
く
な
ら
ば
當
然
カ
ン
｝
の
解
決
の
方

法
、
帥
ち
純
糠
直
撃
及
び
純
事
書
性
の
法
則
（
デ
カ
罫
ト
が
財
用
葺
謎
な
る
一
概
念
に
輝
輝
し
だ
）
は
、
之

に
依
て
初
あ
て
表
象
が
封
象
に
逸
走
せ
し
め
ら
れ
、
從
っ
て
輔
翼
の
認
識
と
し
て
の
輕
験
が
可
能

と
な
る
と
い
ふ
こ
と
よ
り
し
て
、
経
験
の
勤
象
に
封
ず
る
魍
魎
當
を
導
出
す
と
い
ふ
思
想
に
到
達

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
デ
カ
葺
ト
が
斯
の
如
く
カ
ン
ト
思
想
の
激
甚
を
置
き
な
が
ら
、
其
れ
を
完

成
す
る
こ
と
の
墨
來
な
か
つ
だ
重
な
原
因
の
一
は
潮
時
の
科
學
の
歌
意
に
あ
っ
π
と
考
へ
ら
る
。

カ
ン
ト
の
如
き
意
味
に
於
て
學
と
し
て
の
糎
験
が
如
何
に
し
て
可
能
な
る
か
を
問
は
ん
が
爲
め

に
は
先
づ
左
様
な
學
と
し
て
の
経
験
が
臓
存
せ
ね
ば
な
ら
綴
。
然
る
に
此
の
如
き
學
と
し
て
の

経
瞼
は
當
時
漸
く
芽
ぐ
み
始
め
た
の
み
で
あ
っ
て
、
デ
カ
置
塾
薄
身
現
に
充
分
の
確
信
を
映
い
π

醇
風
の
結
果
を
以
て
其
成
立
に
貢
献
せ
ね
ば
猿
ら
な
か
つ
π
。
　
二
晶
｝
ト
ン
の
後
に
出
で
禿
カ

ン
ト
は
完
成
し
た
科
學
に
信
頼
し
て
批
質
的
研
究
に
継
走
す
る
を
得
控
が
、
デ
カ
婁
ト
の
批
到
的

研
究
は
此
淋
灘
に
於
て
機
親
心
だ
熟
…
せ
ざ
る
時
．
期
に
現
は
れ
だ
の
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
擁
員
。
財
Φ
β
欝
＃
課
弼
置
鑑
犀
N
員
暗
ピ
色
2
β
騎
島
霧
鎗
り
富
零
砿
。
以
下
書
名
を
示
さ
ど
る
竜
の
は
砦
な
同
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
（
二
）
デ
カ
璽
塾
の
豪
華
警
護
は
後
に
説
明
す
べ
き
や
う
に
カ
ン
粂
が
直
魏
言
。
駐
O
犀
診
β
麟
圏
σ
q
と
概
念
と
を
獲
期
し
た
や

　
　
　
　
う
な
意
昧
に
於
け
る
直
土
と
同
義
で
な
く
、
更
に
之
よ
り
二
酉
汎
な
も
の
で
あ
る
。
其
数
に
髭
憲
昧
の
颪
狸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
　
　
　
と
齪
別
せ
ん
が
鴛
め
に
便
宜
上
薩
畳
と
課
し
て
鍛
く
。



（
§

（
四
）

（
義
）

ヂ
ヵ
書
ト
の
心
理
説
に
依
れ
ば
、
認
漁
賦
の
・
刀
は
物
盤
と
峻
購
…
さ
れ
た
る
純
鵜
面
的
能
ヵ
に
し
て
、
彼
は
之
を
意

志
と
涯
朋
せ
ん
が
爲
め
に
悟
性
貯
仲
O
嬬
Φ
o
貯
砿
と
呼
ん
だ
。
　
此
齋
性
は
、
物
髄
を
髄
じ
て
紬
…
紳
に
作
用
・
ず
る
と
こ

る
の
感
官
（
こ
α
§
聾
5
＞
、
記
憶
（
影
O
冒
O
藁
↓
、
惣
像
獄
営
帥
薩
周
同
日
臨
O
）
等
と
、
賭
に
は
結
付
き
、
時
に
は
全
然
之
’
よ
り
稠
立
に
働
き
、

時
に
は
之
に
影
響
し
、
時
に
は
之
に
影
響
さ
れ
る
。
　
悟
性
が
全
然
醐
立
に
働
く
場
合
に
は
之
を
純
粋
縣
性
ご

ざ
ご
⑩
帰
塁
宅
雪
曇
と
呼
ん
だ
。
帥
ち
燈
心
理
説
は
後
に
被
れ
の
雌
系
の
根
祇
を
形
要
る
二
元
論
的
形
蒲
上
畢
を

背
曇
と
し
て
威
立
っ
て
触
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
彼
は
此
形
両
上
學
及
び
心
理
説
に
は
何
等
の
論
謹
を
も

勲ハ

ﾖ
て
濫
な
い
、
暫
し
て
心
慮
で
は
共
れ
は
全
鳳
然
假
説
的
で
あ
っ
て
共
れ
よ
リ
繊
き
來
る
結
鶴
に
は
全
然
無

鶏
で
あ
る
、
恰
か
も
痩
何
禦
の
醗
嬰
に
於
て
吾
々
は
任
漁
網
の
綴
定
を
設
け
る
が
併
し
誰
明
の
結
果
に
鍔
し
て

は
疏
ハ
れ
は
何
μ
等
の
影
蜘
鷲
を
及
ぼ
さ
な
い
と
隅
軌
鉢
で
あ
る
と
朋
説
い
て
屠
…
る
。

デ
カ
ー
ト
の
一
彫
驚
事
誤
多
謡
。
叉
は
℃
ぼ
窪
み
鉛
訟
窪
は
感
賞
陣
轟
謄
¢
コ
こ
蔭
｛
宏
よ
り
蹴
　
つ
た
・
表
魏
岬
の
作
用
で
あ
る
。
　
駝
質
。
間
ぐ
診
に
滞
¢
は

腿
之
を
砿
貯
昌
爵
。
卜
髪
鼻
御
磨
μ
三
轟
と
課
し
て
居
る
ゆ

瞭
系
に
〃
於
て
は
此
腿
秘
を
形
両
上
鍬
Ψ
的
に
御
撫
し
て
物
…
齢
蔀
延
長
の
患
想
に
…
劃
駕
し
た
。

843

デ
カ
峯
ト
　
の
門
親
期
鍮
ご
に
於
け
る
「
颪
轟
謹

一
二


